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広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

 

徒 

然 

草 

◆
総
選
挙
は
自
民
党
の
圧
勝
で
終
わ
っ

た
。
選
挙
結
果
に
安
倍
首
相
は
「
こ
ん
な

に
勝
つ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
言

っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
は
本
音
だ
ろ
う
。

選
挙
前
に
は
与
党
で
過
半
数
（
二
三
三
議

席
）
以
上
取
れ
れ
ば
、
退
陣
し
な
い
と
言

っ
て
い
た
。
◆
「
自
民
党
が
勝
っ
た
わ
け

で
は
な
く
野
党
が
負
け
た
選
挙
だ
」
と
テ

レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
指
摘
し
て

い
た
が
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。「
政
治
は

一
寸
先
は
闇
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ

と
思
う
が
、
今
回
の
選
挙
を
無
茶
苦
茶
に

し
た
の
は
「
希
望
の
党
」
結
成
を
け
し
か

け
た
連
中
で
あ
る
。
◆
小
池
百
合
子
氏
を

代
表
に
自
民
党
に
代
わ
り
政
権
を
取
る

と
称
し
て
二
三
五
人
を
立
候
補
さ
せ
当

選
し
た
の
は
五
〇
人
、
落
選
者
は
次
々
に

船
か
ら
逃
げ
出
し
て
い
る
。
政
党
と
し
て

い
つ
ま
で
存
続
す
る
の
か
も
怪
し
く
な

っ
て
い
る
。
一
体
何
の
た
め
の
結
党
だ
っ

た
の
か
。
追
い
込
ま
れ
解
散
を
打
っ
た
安

倍
政
権
へ
の
ま
さ
に
助
け
舟
だ
っ
た
。
◆

市
民
と
野
党
の
共
闘
が
進
み
、
民
進
党
は

じ
め
共
産
、
社
民
、
自
由
の
四
党
と
市
民

団
体
と
の
共
闘
が
結
ば
れ
、
全
国
的
に
基

本
の
政
策
を
一
致
さ
せ
同
じ
主
張
の
野

党
の
共
倒
れ
を
防
ご
う
と
野
党
統
一
候

補
が
全
国
的
に
広
が
り
始
め
こ
れ
に
安

倍
官
邸
は
ま
さ
に
脅
威
を
感
じ
て
い
た
。

◆
野
党
共
闘
の
中
心
で
あ
る
民
進
党
を

野
党
共
闘
か
ら
離
反
さ
せ
分
裂
さ
せ
る

こ
と
、
「
希
望
の
党
」
結
成
の
本
質
は
ま

さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
Ｍ
） 

 

 

建
交
労
中
国
地
方
協
議
会
は
一
〇
月
二
一
日
（
土
）
～
二
二
（
日
）
の
二
日
間
、
庄

原
市
や
三
次
市
内
で
「
第
二
回
中
国
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

写真上から中国地方整備局で要請書

を渡す高見副議長、県庁への要請、

広島市役所との話し合い（７月１日） 

福山市役所との話し合い（７月２日） 

仕事の違いを乗り越えて、建交労中国地協

はみんなで力を合わせて仲間づくりを進めよ

う。 

第 2 回「中国フェスタ」に２５人が参加、

建交労の魅力を学び、楽しく語り合い交流し

ました。 

ダンプ支部からは 6人が参加「仕事の違う人の話を聞

き有意義」、「私の仕事も理解してもらった」の感想。 

不
当
配
転
を
取
り
消
さ
せ
現

場
復
帰
の
報
告
に
拍
手 

学
習
交
流
で
は
①
ダ
ン
プ
部
会
、
②
労

災
職
業
病
部
会
、
③
高
齢
者
・
事
業
団
部

会
、
④
ト
ラ
ッ
ク
部
会
（
山
陰
支
部
、
福

山
地
域
支
部
）
か
ら
の
報
告
と
広
島
支
部

の
廣
木
昭
代
さ
ん
の
「
働
く
こ
と
、
平
和

に
つ
い
て
」
の
話
を
聴
き
ま
し
た
。 

福
山
地
域
支
部
Ｓ
Ｅ
Ｅ
物
流
の
佐
藤
正

幸
委
員
長
は
自
身
の
裁
判
闘
争
の
経
過
を

述
べ
る
と
と
も
に
そ
の
後
起
き
た
西
条
営

業
所
で
の
建
交
労
組
合
員
へ
の
「
不
当
配

転
」
取
り
消
し
の
闘
い
に
勝
利
し
職
場
復

帰
を
果
た
し
た
こ
と
を
当
事
者
か
ら
の

「
手
紙
」
を
紹
介
し
て
報
告
、
参
加
者
は

拍
手
で
闘
争
勝
利
を
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
３
つ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ

討
議
、
仕
事
の
こ
と
や
組
合
活
動
の
紹
介

や
組
合
員
拡
大
で
の
悩
み
な
ど
お
互
い
初

対
面
の
人
が
ほ
と
ん
ど
に
も
関
わ
ら
ず
、

議
論
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、「
中
国
地
協

に
こ
ん
な
に
仲
間
が
い
た
こ
と
知
ら
な
か

っ
た
」
「
他
の
業
種
の
取
組
み
を
直
接
聞

け
て
よ
か
っ
た
」
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

横
の
つ
な
が
り
を
強
固
に 

島
根
、
広
島
両
県
本
部
と
山
陰
支
部

か
ら
労
職
部
会
、
ダ
ン
プ
部
会
、
事
業

団
部
会
、
ト
ラ
ッ
ク
部
会
、
の
組
合
員

な
ど
二
〇
歳
代
か
ら
九
〇
歳
ま
で
の
二

五
人
が
参
加
、
中
央
青
年
部
か
ら
菅
野

書
記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

開
会
式
で
山
室
ま
こ
と
議
長
は
、

「
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
「
じ
ん
肺
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
中
国
地
協
の
こ
の
間

の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
と
と
も
に

「
さ
ら
に
組
合
の
横
の
つ
な
が
り
を
強

め
、
統
一
し
た
運
動
を
発
展
さ
せ
よ
う
」

な
ど
と
フ
ェ
ス
タ
の
意
義
を
強
調
し
ま 

 
 

し
た
。
ま
た
総
選
挙
の
投
票
日
前
日
で
も
あ

り
「
投
票
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
必
ず
投
票

に
」
と
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
情
勢
に
つ
い

て
も
わ
か
り
や
す
く
報
告
し
ま
し
た
。 

介
護
現
場
の
労
働
者
の
話

を
真
剣
に
聞
き
ま
し
た 

特
別
報
告
と
し
て
島
根
県
本
部
大
田
支
部

書
記
長
で
介
護
現
場
で
ケ
ア
ー
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
携
わ
っ
て
い
る
清
水
信
江
さ
ん
よ
り
「
国

連
第
八
回
高
齢
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
て
」
の
報
告
が
あ
り
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
身
近
な
問
題
と
し
て
真
剣

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
   

フェスタ 2日目は、三次の観光農

園で楽しい缶詰やアップルパイ作

りを体験しました。（10月 22日） 

写真上から、参加者全員で集合写

真（外は雨のため）、下は各部会

の報告で発言する小林豊数広島

ダンプ支部議長、10月 21日かん

ぽの郷庄原会議室にて） 
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（
木 

当
面
の
行
動
・そ
の
他  

今
後
の
組
合
活
動
日
程 

一
〇
・
二
六 

広
島
県
知
事
選
挙
の
告
示 

一
〇
・
二
七 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

一
〇
・
二
八 

日
本
平
和
大
会
（
防
府
市
・
岩
国
市
） 

一
一
・ 

二 

２
０
１
７
憲
法
の
集
い
（
ア
ス
テ
ー
ル
） 

一
一
・ 

三 

県
民
大
集
会
（
県
庁
前
１
１
時
） 

一
一
・ 

八 

建
交
労
秋
の
中
央
行
動 

一
一
・
一
一 

企
業
組
合
広
島
定
例
会
（
安
全
講
習
会
） 

一
一
・
一
二 

県
知
事
選
挙
の
投
票
日 

一
一
・
一
八 

企
業
組
合
呉
定
例
会
（
安
全
講
習
会
） 

一
一
・
一
九 

「
戦
争
法
」
廃
止
一
九
行
動 

一
一
・
二
五 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

一
二
・ 

一 

広
島
県
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成 

一
二
・ 

二 

広
島
県
原
水
協
全
県
理
事
会 

一
二
・ 

三 

建
交
労
二
〇
一
八
春
闘
中
央
討
論
集
会 

一
二
・
一
六 

企
業
組
合
福
山
定
例
会 

一
二
・
一
八 

リ
ク
シ
ル
分
会
結
成
大
会 

一
二
・
一
九 

「
戦
争
法
廃
止
」
一
九
行
動 

一
二
・
二
二 

ダ
ン
プ
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岡
山
市
） 

一
二
・
二
九 

業
務
終
了 

二
〇
一
八
年 

 

 

一
・ 

五 

仕
事
始
め 

 

一
・
一
三 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

 

一
・
二
〇 

企
業
組
合
呉
定
例
会 

 

一
・
二
七 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

 
 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

 

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
む
や
み
に
戦
争
を
行
え

な
い
、
そ
ん
な
流
れ
が
で
き
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

戦
争
に
つ
い
て
今
は
比
較
的

平
和
な
世
の
中
で
す
の
で
深
く
考
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
が
い
ま
こ
う

し
て
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
る
背
景
に
は
多

く
の
被
爆
者
の
方
、
戦
争
被
害
者
の
方
の
努

力
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

被
爆
さ
れ
た
方
の
体
験
を
聴
く
場
も
あ
り

ま
し
た
が
「
原
爆
は
一
瞬
で
全
て
を
奪
い
、

人
生
を
狂
わ
せ
た
。
被
爆
で
苦
し
む
の
は
自

分
達
で
十
分
だ
。
も
う
誰
に
も
同
じ
思
い
を

し
て
欲
し
く
な
い
」
と
い
う
思
い
で
頑
張
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
痛
み
を
忘
れ
る
と
ま
た

い
つ
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
自
分

も
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
頑
張
ら
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
（
終
） 

  

 戦争はいけん！人類初めての核兵器禁止条約に５３ヵ国が

署名、さらに多くの国を参加させるために「ヒバクシャ国際

署名」頑張らなければ・・原水禁長崎大会参加の武田事務局次長の手記② 

 

 
 

 
 

自
民
は
、
比
例
で
は
野
党

を
下
回
り
、
小
選
挙
区
で
は
漁

夫
の
利
を
得
た
と
い
う
の
が

実
態
（
毎
日
） 

 

一
〇
月
二
二
日
投
票
の
衆
議
院
選
挙

の
結
果
与
党
自
民
党
は
二
八
四
議
席
を

獲
得
、
公
明
党
と
合
わ
せ
て
三
一
三
議

席
と
三
分
の
二
以
上
を
獲
得
し
ま
し

た
。
安
倍
首
相
が
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」 

隠
し
解
散
を
強
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
果
を
見

る
と
「
圧
勝
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
比
例
の
議
席
で
野
党
四
党

（
立
憲
・
希
望
・
共
産
・
社
民
）
は
八

一
議
席
、
自
民
は
六
六
議
席
で
、
小
選

挙
区
で
は
多
く
の
と
こ
ろ
で
野
党
が
乱

立
し
自
民
党
が
「
漁
夫
の
利
」
を
得
た

形
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
証
拠
に
北

海
道
や
東
北
な
ど
で
は
、
立
憲
野
党
と

自
民
党
の
一
対
一
の
対
決
で
自
民
党
が

落
選
し
て
い
る
選
挙
区
も
か
な
り
あ
り

ま
す
。 

「
希
望
の
党
」
結
成
で
野
党

の
共
闘
が
分
断
さ
れ
る 

 

解
散
直
前
に
「
民
進
党
の
希
望
の
党

へ
の
合
流
」
が
行
わ
れ
る
事
態
と
な
り
、

野
党
統
一
候
補
の
動
き
も
大
き
く
分
断

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
八
月
七
日
～
九
日
に
長
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
二
〇
一
七
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
は

広
島
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
被
曝
三
世
で
も
あ
る
武

田
喜
成
事
務
局
次
長
が
初
参
加
し
ま
し
た
。 

 

以
下
は
八
月
号
の
続
き
で
す
。 

日
本
政
府
は
条
約
に
署
名
し

核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
て 

映
画
を
観
た
後
に
角
田
季
代
子
委
員
長
か

ら
「
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
に
労
働
組
合
も
頑
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
」
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

最
終
日
の
九
日
は
世
界
大
会
閉
会
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
各
国
の
代
表
か
ら
多
く
の
発

言
が
あ
り
、
誰
も
が
核
兵
器
や
戦
争
の
も
た

ら
す
悲
惨
な
状
況
を
語
っ
た
後
に
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
国
際
世
論
に
よ
っ
て
核
保
有
国
で

あ
る
大
国
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
の
で

す
。
そ
し
て
世
界
大
会
の
よ
う
な
取
り
組
み

が 

中国フェスタの会場で地協青年部結成を

宣言する武田喜成青年部長ら（10月 21日） 

武
田
君
が
青
年
部
長
に 

「
中
国
フ
ェ
ス
タ
」
の
学
習
終
了
後
、
青

年
労
働
者
が
集
ま
り
、
建
交
労
中
国
地
協
青

年
部
の
立
ち
上
げ
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
に
広
島
と
島
根
の
青
年

し
か
参
加
し
て
お
ら
ず
、
最
初
は
準
備
会
で

は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夕
食
交
流

会
に
て
中
国
地
協
青
年
部
立
上
げ
を
宣
言
し

参
加
者
全
員
か
ら
満
場
の
拍
手
に
て
立
ち
上

げ
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
部
長
に
は
広
島
ダ

ン
プ
支
部
の
武
田
喜
成
事
務
局
次
長
が
選
出

さ
れ
委
員
に
は
島
根
、
山
口
県
か
ら
選
出
す

る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。（
表
か
ら
の
続
き
） 

 

10月下旬に来る台

風は珍しいと言われ

ますが、超大型の「台

風 21号」は各地に大

きな爪痕を残しまし

た。 

https://www.bing.com/images/search?q=%e7%a7%8b%e3%81%ae%e6%99%af%e8%89%b2+%e5%86%99%e7%9c%9f&id=A299AA7ADDED148E9F8E7E5D5C1D19631B7996B9&FORM=IQFRBA

